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1. はじめに 
 

1.1  SCPIについて 

アレイエレクトロニク社 モデル 3720A(250W)、3721A(400W)はインターフェースオプションで

IEEE488.1、IEEE488.2、また IEEEE754および ISO646 7ビットコード文字セット等の標準を採

用しています。これにより SCPIによる外部制御を通じ、装置の持つすべての機能を行えるように

しています。 

 

本装置の SCPI コマンドセットは IEEE488.2 に定められた標準コマンドセット、そして独自のコ

マンドセットがあります。標準コマンドは*で始まり３文字で構成された表記となっています(例：

*IDN?、*SAV、*WAIなど)。 

 

独自のコマンドは主に設定、試験そして測定を実行する等、負荷装置の機能を用いるためのもので

す。これらのコマンドはツリー構造となっており、それぞれ分類がなされています。枝分かれのと

ころは“:”で表されています。ツリーのトップコマンドはルートと呼ばれ、枝、そして葉に至る経路

がすべて記述されることでプログラムとなります。 
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1.2 SCPIコマンド構文 

 

372XA負荷装置用 SCPIコマンドは IEEE488.2の標準コマンドを拡張したものを用います。プログラ

ムされるコマンドはキーワード、セパレーター、変数(項目)そしてターミネーター等で構成されます。

いかに例を示します。 

CURRent:PROTection:STATe ON 

CURRent、PROTection、STATe はキーワードにあたり、コロン「：」はセパレーターです。ON

は項目となります。 

備考：いくつかのコマンドは複数の項目(変数)を持ちます。この項目(変数)のセパレーターはカンマ

「,」を用います。 

 

構文の説明を容易にするため、数種類のフォローアップシンボルを用い表記を簡略化しています。 

[ ] ：囲まれているところは、オプション的なキーワードあるいは項目で、省略が可能です。 

{ } ：囲まれているところは、コマンド構文のなかで項目のオプションを表記します。 

< > ：囲まれているところは、数値項目です。数字の入力を行います。 

  | ：は複数の選択項目があるとき、その項目の区切りを表します。 

 

1.2.1 SCPIキーワード 

 

1.2.1.1 キーワードのフォーム 

 

キーワードのフォームは短いものと長いものの２種類があります。 

 

ロングフォーム：一つの単語あるいは１つの節で構成されます。単語である場合、ロングフ

ォームキーワードは単語としての表記となり、節の場合は最初の単語の頭文字と次に続く単

語を接続した構成となります。いかに例を示します。 

 STATUSはロングフォームでは STATusとなります。 

 LOW LEVELは LLEVelとなります。 

 

ショートフォーム：一つの単語あるいは１つの節で構成されます。単語である場合、ショー

トフォームキーワードは単語の最初の３文字もしくは４文字の表記となり、節の場合は最初

の単語の頭文字と次に続く単語を接続し３文字もしくは４文字の表記となります。 

 STATUSはショートフォームでは STATとなります。 

 LOW LEVELは LLEVとなります。 

 

ショートフォームは以下のルールで作成されています。 
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○ キーワードが 4 文字もしくはそれ以下の文字の単語の場合、それらはすべて使用されま

す。 

○ キーワードが 4 文字を超える場合、また 4 番目の文字が子音の場合、最初の 4 文字が使

用されます。また 4番目の文字が母音(A,E,I,O,U)の場合、最初の 3文字が使用されます。 

 

1.2.1.2 キーワード変換 

ショートフォームのそれぞれのキーワードは大文字で表現し、そのキーワードを覚えやすく

しています。 

 

○ TRIGger 

○ IMMediate 

○ RESistance 

○ SHORt 

 

SCPI の構文解析機は大文字小文字に敏感ではありません。そのため Trig,trig、trigger、

TRIGGERなど、大文字小文字が今までのルールに当てはまらなくても、キーワードがロング

フォーム、ショートフォームで綴られ、それらが正確であればプログラムとして成立します。

例として RESIあるいは TRIは正しいコマンドとして認識されません。 

 

1.2.2 セパレーター 

コロン「：」はコマンドツリーに複数のキーワードがある場合、個々の階層のキーワードの分岐に

使用します。例を以下に示します。 

 

INPut:PROTection:CLEar コロンは、コマンドを示す上で、コマンドの最初の文字とみることがで

き、つまりルートコマンドの役割となります。 

 

スペースはコマンドと項目を離すのに使用します。 

セミコロン「；」は複数のコマンドを現在のコマンドレベル内で変更すること無く使用する場合に

用います。例として CURR:PROT:LEV 3;DEL 10を示します。このコマンドは以下の二つのコマン

ドと同等になります。 

CURR:PROT:LEV 3 

CURR:PROT:DEL 10 

 

セミコロンとコロンを適切に用いることでコマンドレベルの記述を単純化することができます。 

例えば CURR 25;:VOLT 50などの表記が行えます。注意点としてコマンドの長さは 100バイトを超

えないようにしてください。コマンドがこの長さを超えた場合、-521 入力バッファーオーバーエラ
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ーが発生します。コンマ「,」は複数の項目を分けるのに使用します。 

 

1.2.3 変数、項目 

項目、変数はデータの値あるいは文字列となり、それらはある特定のキーワードの後に伴っていま

す。そしてスペースでキーワードから離して表記されます。 

 

1.2.3.1 変数、項目の様式 

項目の様式は数値データの様式、文字データ様式、そしてブール様式などがあります。文字

データ様式とブーリーン様式はキーワードの様式と似ています。例えば ON、OFF などの表

記がそうです。すべての項目は ASCII で表記されます。項目の様式についてはリスト 1-1 を

参照してください。 

表 1-1 項目の様式 

シンボル 内容 例 

<NR1> 小数点なしの数字。小数点が最下位桁の右側

にあるとみなされます。 

2730、02730 

<NR2> 小数点を伴った数字 27.30、.02730 

<NR3> 小数点、指数を伴った数値 2.730 E+2、2.730 E-2 

<NRf> NR1 や NR2、NR3 を含んだ浮動小数点で表

記される数字 

2730、27.30、2.730E-2、 

<NRf+> NRfの数字形式にMINと MAXが含まれるよ

うに拡張したものです。MIN と MAX は、パ

ラメータの最小値と最大制限値です。 

2730、27.30、2.730E-2、MIN、

MAX 

<Bool> ブールデータです。 ON|OFF 

<crd> 文字データ CV 

<aard> 戻り ASCIIデータです。これは区切られてい

ない７ビットの ASCIIを返信します。このデ

ータタイプはターミネーターを含んでいま

す。 
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1.2.3.2 データの単位 

単位を伴う形の数字のデータがあります。データに単位が付属しないとき、データの単位は

コマンドで定義される標準単位が用いられます。表 1-2 はデータの単位、そして表 1-3 が用

いられる単位の乗数です。 

表 1-2 データの単位 

クラス 単位 セカンダリーの単位 参照されている単位 

Current A  アンペア 

Resistance OHM  オーム 

  MOHM メグオーム 

Time S  秒 

Amplitude V  電圧 

Power W  ワット 

 

表 1-3乗数の表記と意味 

指数の表記 ニーモニック 定義 

1E6 MA メガ 

1E3 K キロ 

1E-3 M ミリ 

1E-6 U マイクロ 

1E-9 N ナノ 

 

1.2.4 ターミネーターと通信設定 

コマンド文を負荷に送信するときは必ず LFを行い終端とします。IEEE-488 EOIは、コマンドの終

端を設定するため LFをそのシンボルとみなしています。また LFシンボルが CRの後にあってもそ

れも終端として受け付けます。 

ハード設定 

RS-232C接続についてはクロスケーブルをご使用してください。 

ピンアサイン 
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<通信テスト例> 

 ＊RS232Cでの通信テストの場合 

1. 通信の設定を行う。 

ボーレート、パリティチェック、データビット、ストップビット、フローコントロールの設定

を PC、電子負荷装置共に同じにします。 

2. コマンドを送信する。 

  *IDN?(CR+LF)  (CR=0x0D,LF=0x0A) 

3. データを受信する。 

下記のようなデータが返ってきたら通信が正しく確立されています。 

  ARRAY,3721A,0,1.10-0.0-0.0(CR+LF) 
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1.3 コマンドの例 

1.3.1 シンプルコマンド文 

シンプルコマンド文は１つのコマンド、あるいはキーワードで構成され、通常以下の変数がついて

きます。 

 VOLT 25 

 CURR 50 

 TRIG 

 

1.3.2 複合コマンド文 

２つあるいはそれ以上のキーワードがコロンで接続される場合、それは複合コマンド文となります。

通常最後のキーワードは変数が付属します。そしてスペースで区切られます。 

 VOLT:SLEW 1000 

 CURR:RANG 6 

 TRIG:SOUR BUS 

 

複合コマンド文が[ ]を含んでいる場合、そのキーワードの部分は省略できます。 

 CURRent[:LEVel]:TRIGgered 0.5 

   ↓ 

 CURRent:TRIGgered 0.5 

 上記のコマンドはともに同じ動作です。 

 

1.3.4 複合コマンドクエリー 

２つもしくはそれ以上のキーワードがコロンにより接続されていて、クエスチョンマークがつ

いている場合、それは複合クエリー文となります。 

  VOLT:TRG? 

  CURR:PROT? 

  MEAS:POW? 
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2. SCPIコマンドの説明 
2.1 IEEE488.2コモンコマンド 

コモンコマンドとは IEEE488.2で標準のコマンドとして定義されるものです。これらは機器の基本的

な機能の動作のために使用します。例として保存する、呼び出す、リセットする等がそれに当てはま

ります。また IEEE488.2コモンコマンドは階層構造を持っていません。 

 

*CLS 

以下のレジスターの内容を消去します。 

 

○ 標準イベントレジスター 

○ クエスチョナブル・ステイタス・イベント・レジスター 

○ オペレーション・ステイタス・イベント・レジスター 

○ ステイタス・バイト・イベント・レジスター 

○ エラーキューのクリアー 

コマンド構文：*CLS 

項目・変数：無し 

 

*ESE 

本コマンドはスタンダード・イベント・ステイタス・レジスターの状態を設定します。ビットのポジ

ションを 1 とすると、対応するイベントを使用可能にし、ステイタス・バイト・レジスターへレポー

トします。詳細はステイタス・レジスター・レポート内スタンダード・イベント・ステイタス・イネ

イブル・レジスターを参照してください。 

 

  コマンド構文  ：*ESE<NRf> 

  変数    ：0～255 

  パワーオン時値 ：*PSCコマンドで参照 

  例    ：*ESE 100 

  クエリー構文  ：*ESE? 

  戻り変数   ：<NR1> 0～255 

  関連コマンド  ：*PSC *STB? 
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*ESR? 

本クエリーはスタンダード・イベント・レジスターの値を戻します。レジスターを読み消去します。

以下の表にビットの設定を示します。 

 

表 2-1 スタンダード・イベント・レジスター ビット定義 

ビット 7 6 5 4 3 2 1 0 

ビット名 PON N.U CME EXE DDE QYE N.U OPC 

PON：パワーオン このビットは負荷装置の電源が入

ると設定されます。 

N.U：Nullです。 

CME：コマンドエラー 

EXE：実行エラー 

DDE：機器に由来するエラー 

QYE：クエリーエラークエリーにエラーが

発生するとQYEビットが設定されます。 

N.U：Nullです。 

OPC：動作が終了しました。 

 

  クエリー構文  ：*ESR? 

  変数    ：無し 

  戻り変数   ：<NR1> 

  関連コマンド  ：*CLS *OPC 

 

*IDN? 

  負荷に関する情報をクエリーします。 

  クエリーの構文 ：*IDN? 

  変数    ：無し 

  戻り変数   ：<aard> 

  返信例 

  ARRAY,3721A,0,1.10-0.0-0.0 

戻り変数はコンマとハイフンで区切られた 6 つの連分となっています。最初の分は製造会社

をあらわします。２つ目は製品の型式、３つ目は予備(空き)となっており常にゼロを戻します。

４つ目は負荷装置のファームウエアのヴァージョン番号、５つ目は GPIB カードのファーム

ウエアバージョン番号、６つ目は USBのファームウエアバージョン番号となっています。 
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*OPC 

本コマンドは、負荷装置がすべての待機中の動作を実行し終えたときにスタンダード・イベント・ス

テイタス・レジスターのビット 0 を 0 から１とするように設定します。*OPC はその後に続くコマン

ドの実行を妨げることはありません。すべての待機している動作、すべての待機しているトリガーレ

ベルがトリガーされることを含め、それらが完了される状態を意味します。 

 

  コマンドの構文 ：*OPC 

  変数    ：無し 

  関連コマンド  ：*WAI 、*OPC 

 

*OPC? 

現在待機中の動作が完了したとき、出力のキューに ASCIIで「1」の状態に設定します。*OPCと異な

り*OPC?は以降に続くコマンドすべてのプロセスを妨げます。もし以降のプロセスにトリガーがある

場合、そしてそのトリガーソースがそのとき EXTに設定されていない状態の場合、動作をリストアす

るためのプログラム可能な方法は DCL(デバイスクリア)コマンドを送ることのみとなります。 

 

  クエリー構文  ：*OPC? 

  戻り変数   ：<NR1> 

  関連コマンド  ：*OPC、TRIG:SOUR、*WAI 

 

*PSC 

本コマンドは負荷装置の電源が入るときサービス要求を制御します。 

1：負荷装置の電源が入り、ステイタス・バイト・イネイブル・イネイブル・レジスターとスタンダー

ド・イベント・イネイブル・レジスターが 0に設定されます。 

0：ステイタス・バイト・イネイブル・レジスターとスタンダード・イベント・イネイブル・レジスタ

ーの現在の設定が不揮発性メモリーに保存されます。次に負荷装置に電源が入ったとき、スタンダー

ド・イベント・イネイブル・レジスターは保存された設定でプログラムされます。 

 

  コマンド構文  ：*PSC <bool> 

  変数    ：0|1 

  クエリー構文  ：*PSC? 

  戻り変数   ：0|1 

  関連コマンド  ：*SRE、*ESE 

 

*RCL 

本コマンドは負荷装置に保存されている項目を呼び出すのに使用します。そのため現在メモリーに保
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存されている項目が必要となります。保存されている項目が呼び出されるとき、これらの変数の保存

場所が指定される必要があります。*RCLコマンドはまた以下のことを実行します。 

 

1. 項目をリセットする前に ABORtコマンドを実行します。(これはすべての待機中トリガーレベルを

キャンセルします) 

 

2. *RCLですべての項目が呼び出された後、INP:PROT:CLEを実行し負荷装置の保護状態の消去を実

行します。電源を入れると、負荷装置は*RCL 0の設定が実行されます。保存していない場所の呼

び出しを行うと自動的に 0番の設定が設定されます。 

 

  コマンド構文  ：*RCL <NR1> 

  項目    ：0～9 

  例    ：＊RCL 5 

  関連コマンド ：*RST、*SAV 

 

*RST 

本コマンドは負荷装置を工場出荷時の状態に設定します。このコマンドを使用する前に ABORtコマン

ドを実行してください。*RST ですべての項目がリセットされました、INP:PROT:CLE を実行し負荷

装置の保護状態の消去を実行します。 

 

  コマンドの構文 ：*RST 

  変数    ：無し 

  関連するコマンド ：*RCL、*SAV 

 

*SAV 

このコマンドは現在の設定を不揮発性メモリーにすべて保存します。保存は最大 10個の設定が可能で

す(0から 9番)。ユーザーマニュアルを参照してください。 

 

  コマンドの構文 ：*SAV <NR1> 

  変数    ：0～9 

  例    ：*SAV 5 

  関連コマンド  ：*RCL、*RST 

 

*SRE 

本コマンドはステイタス・バイト・イネイブル・レジスターの状態を設定します。プログラムされる

変数は、ステイタス・バイト・レジスターにおいて RQSビットのステイタス・バイト・レジスターに
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0から 1への変化を決定することです。 

ステイタス・バイト・レジスターの詳細はステイタス・リポーティングを参照してください。 

 

  コマンドの構文 ：*SRE <NR1> 

  変数    ：0～255 

  クエリーの構文 ：*SRE? 

  戻り変数   ：<NR1> 

  関連コマンド  ：*PSC 

 

*STB? 

本クエリーはステイタス・バイト・レジスターを戻します。ステイタス・バイト・レジスターは本ク

エリーが実行された後消去されます。*STB?クエリーとシリアルポールは、同じ戻り変数を使用しま

す。しかしサービス・リクエスト・ビット(ビット 6)のステイタス・バイト・レジスターはシリアルポ

ールが送信された場合消去されません。 

ステイタス・バイト・レジスターの詳細はステイタス・リポーティングを参照してください。 

 

  クエリーの構文 ：*STB? 

  変数    ：無し 

  戻り変数   ：<NR1> 

 

*TRG 

本コマンドは、実際<GET>コマンド(グループ実行コマンド)と同様のものですが、バスに TRIG:SOUR

が設定された場合負荷装置に対しトリガーを発生します。 

 

  コマンドの構文 ：*TRG 

  変数    ：無し 

  関連コマンド  ：TRIG、TRIG:SOUR 

 

*TST? 

本クエリーは負荷装置に対し制限された範囲で自己診断をジッッこうします。診断はモード、項目の

設定等には影響しません。 

 

  コマンドの構文 ：*TST? 

  戻り変数   ：<NR1> 0 = 師団は正常に終了 0以外= 診断は失敗しました。 

 

*WAI 
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本コマンドは現在待機中の動作が終了するまで、現在送ったコマンドのプロセスを行わないようにし

ます。すべての待機中の動作は、待機中のトリガー動作の終了も含みます。*WAIの実行を停止する場

合は DCL(デバイスクリアー)のコマンドを送信します。 

 

  コマンドの構文 ：*WAI 

  変数    ：無し 

  関連コマンド  ：*OPC、*OPC? 
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2.2 SCPIルートコマンド 

 

 :ROOT 

SOURce: 

:LEVel 

[:IMMediate] 

:TRIGgered 

:PROTection 

[:LEVel] 

:DELay 

:STATe 

:LLEVel 

:HLEVel 

:RISE 

:RATE 

:FALL 

:RATE 

CURRent 

:LEVel 

[:IMMediate] 

:TRIGgered 

VOLTage 

:LLEVel 

:HLEVel 

:LEVel 

[:IMMediate] 

:TRIGgered 

RESistance 

:LLEVel 

:HLEVel 

:LEVel 

[:IMMediate] 

:TRIGgered 

RESistance 
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:LEVel 

[:IMMediate] 

:TRIGgered 

POWer 

:ROOT 

SOURce: 

[:STATe] 

:MODE 

:HTIMe 

TRANsient 

:LTIMe 

:RTIMe 

:FTIMe 
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:VOLTage 

[:DC]? 

:CURRent 

MEASure 

:ROOT 

[:STATe] 

:SHORt 

[:STATe] 

INPut 

:PROTection 

:CLEar 

:VOLTage 

[:DC]? 

:POWer 

[:DC]? 

:RESistance 

[:DC]? 

:ON 

[:LEVel] 

:LATCh 

LIST 

[:STATe] 

:CLEar 

:NUMBer 

:MEMO 

:ADD 

:INSert 

:EDIT 

:DELete 

:ALL 

:COUNt 

:CHAln 

:SAVe 



 
 

ARR372X_TAC_J_SCPI 

株式会社ティ･アンド･シー･テクニカル 
3720A,3721A SCPIプログラミング説明書 

 

22 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[:IMMediate] 

:SOURce 

:FUNCtion 

TRIGger 

:ROOT 

[:STATe] 

:VOLTage 

:OFF 

CV:CURRent:LIMIt 

:DIScharge 

:CURRent 

:CAPAcity? 

:TIME? 

BATTery 

ABORt 

:ROOT 

:ERRor? 

STATus SYSTem 

:QUEStionable 

[:EVENt]? 

:CONDition? 

ENABle? 

:QUEStionable 

[:EVENt]? 

:CONDition? 

ENABle? 

:VERSion? 

:REMote 

:LOCal 

MODE 
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2.2.1 CURRentサブシステム 

 

[SOURce:]CURRent[:LEVel][IMMediate] 

負荷装置に対しすぐに実行する電流入力レベルを定義します。CURR? MINと CURR? MAXは現在の

レンジにおける最小及び最大入力電流レベルを戻します。設定レベルがレンジを超えている場合エラ

ーが発生します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]CURRent[:LEVel][:IMMediate] <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：A 

例    ：CURR 5、CURR 50mA 

クエリーの構文 ：[SOURce:]CURRent[:LEVel][:IMMediate]? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：CURR?、CURR? MIN、CURR? MAX 

関連コマンド  ：MODE 

 

[SOURce:]CURRent[:LEVel]:TRIGgered 

電流のトリガーレベルを定義します。現在の電流入力で動作している電流レンジに同じように設定さ

れます。電流トリガーレベルはトリガー信号が受け取られたときのみ、設定電流レベルになります。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]CURRent[:LEVel]:TRIGgered <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：A 

例    ：CURR:TRIG 5、CURR:TRIG 50mA 

クエリーの構文 ：[SOURce:]CURRent[:LEVel]:TRIGgered? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：CURR:TRIG?、CURR:TRIG? MIN、CURR:TRIG? MAX 

関連コマンド  ：MODE、TRIG 

 

[SOURce:]CURRent:PROTection[:LEVel] 

負荷装置に対しソフトウエアによる電流保護制限の設定値を定義します。電流保護制限のレンジは

0-40A です。電流保護が使用可能な状態のとき、実際の電流が電流保護制限の設定点に達すると、負

荷装置は保護動作を開始します。入力電流が制限値に達すると、その瞬間から保護動作まである一定

時間そのままの状態を維持します。そしてその後負荷は停止します。 
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コマンド構文  ：[SOURce:]CURRent:PROTection[:LEVel] <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：A 

例    ：CURR:PROT 15 

クエリーの構文 ：[SOURce:]CURRent:PROTection[:LEVel]? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：CURR:PROT?、CURR:PROT? MIN、CURR:PROT? MAX 

関連コマンド  ：INP:PROT:CLE 

 

[SOURce:]CURRent:PROTection:DELay 

負荷装置に対しソフトウエアによる電流保護制限の起動までの時間を設定します。入力電流が制限値

に達すると、その瞬間から保護動作まである一定時間そのままの状態を維持します。そしてその後負

荷は停止します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]CURRent:PROTection:DELay <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：s 

例    ：CURR:PROT:DEL 0.5 

クエリーの構文 ：[SOURce:]CURRent:PROTection:DELay? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例   ：CURR:PROT:DEL?;CURR:PROT:DEL? MIN;CURR:PROT:DEL? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：INP:PROT:CLE 

 

[SOURce:]CURRent:PROTection:STATe 

電流保護制限の機能を使用するかしないかを設定します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]CURRent:PROTection:STATe <bool> 

項目    ：ON|OFF 

例    ：CURR:PROT:STAT ON 

クエリーの構文 ：[SOURce:]CURRent:PROTection:STATe? 

変数    ：無し 

例    ：CURR:PROT:STAT? 

戻り変数   ：<NR1> 値：0は OFF、1は ONです。 
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関連コマンド  ：INP:PROT:CLE 

 

[SOURce:]CURRent:LLEVel 

過渡電流のローレベルでの電流を設定します。現在の電流設定にすぐに反映されます、 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]CURRentc:LLEVel <NRf+> 

項目    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：A 

例    ：CURR:LLEVel 3 

クエリーの構文 ：[SOURce:]CURRent:LLEVel? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例    ：CURR:LLEV?、CURR:LLEV? MIN、CURR:LLEV:? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：TRANsient過渡応答の項を参照してください。 

       [SOUR:]CURR:HLEVel 

 

[SOURce:]CURRent:HLEVel 

過渡電流のハイレベル電流を設定します。現在の電流設定にすぐに反映されます。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]CURRentc:HLEVel <NRf+> 

項目    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：A 

例    ：CURR:HLEVel 3 

クエリーの構文 ：[SOURce:]CURRent:HLEVel? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例    ：CURR:HLEV?、CURR:HLEV? MIN、CURR:HLEV:? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：TRANsient過渡応答の項を参照してください。 

 

[SOURce:]CURRent:RISE:RATE 

電流モードの上昇過渡時間を設定します。CURR:RISE:RATE? MINおよび CURR:RISE:RATE? MAX

は設定可能な最小値と最大値を戻します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]CURRentc:RISE:RATE <NRf+> 

項目    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：A 
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例    ：CURR:RISE:RATE 3 

クエリーの構文 ：[SOURce:]CURRent:RISE:RATE? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例   ：CURR:RISE:RATE?、CURR:RISE:RATE? MIN、CURR:RISE:RATE? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：MODE、CURR 

 

[SOURce:]CURRent:FALL:RATE 

電流モードの下降過渡時間を設定します。CURR:FALL:RATE? MINおよび CURR:FALL:RATE? MAX

は設定可能な最小値と最大値を戻します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]CURRentc:FALL:RATE <NRf+> 

項目    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：A 

例    ：CURR:FALL:RATE 3 

クエリーの構文 ：[SOURce:]CURRent:RISE:RATE? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例  ：CURR:FALL:RATE?、CURR:FALL:RATE? MIN、CURR:FALL:RATE? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：MODE、CURR 
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2.2.2 VOLTageサブシステム 

[SOURce:]VOLTage[:LEVel][IMMediate] 

負荷装置に対しすぐに実行する電圧入力レベルを定義します。VOLT? MINと VOLT? MAXは現在のレ

ンジにおける最小及び最大入力電圧レベルを戻します。設定レベルがレンジを超えている場合エラー

が発生します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate] <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：V 

例    ：VOLT 5 

クエリーの構文 ：[SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate]? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：VOLT?、VOLT? MIN、VOLT? MAX 

関連コマンド  ：MODE 

 

[SOURce:]VOLTage[:LEVel]:TRIGgered 

電圧のトリガーレベルを定義します。現在の電圧入力で動作している電圧レンジに同じように設定さ

れます。電圧トリガーレベルはトリガー信号が受け取られたときのみ、設定電圧レベルになります。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]VOLTage[:LEVel]:TRIGgered <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：V 

例    ：VOLT:TRIG 5 

クエリーの構文 ：[SOURce:]VOLTage[:LEVel]:TRIGgered? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：VOLT:TRIG?、VOLT:TRIG? MIN、VOLT:TRIG? MAX 

関連コマンド  ：MODE、TRIG 

 

[SOURce:]VOLTage:LLEVel 

過渡電圧のローレベルでの電圧を設定します。現在の電圧設定にすぐに反映されます、 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]VOLTagec:LLEVel <NRf+> 

項目    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：V 
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例    ：VOLT:LLEVel 3 

クエリーの構文 ：[SOURce:]VOLTage:LLEVel? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例    ：VOLT:LLEV?、VOLT:LLEV? MIN、VOLT:LLEV:? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：TRANsient過渡応答の項を参照してください。 

       [SOUR:]VOLT:HLEVel 

 

[SOURce:]VOLTage:HLEVel 

過渡電圧のハイレベル電圧を設定します。現在の電圧設定にすぐに反映されます。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]VOLTagec:HLEVel <NRf+> 

項目    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：V 

例    ：VOLT:HLEVel 3 

クエリーの構文 ：[SOURce:]VOLTage:HLEVel? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例    ：VOLT:HLEV?、VOLT:HLEV? MIN、VOLT:HLEV:? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：TRANsient過渡応答の項を参照してください。 

 

2.2.3 RESistanceサブシステム 

[SOURce:]RESistance[:LEVel][IMMediate] 

負荷装置に対しすぐに実行する抵抗レベルを定義します。RES? MINと RES? MAXは現在のレンジに

おける最小及び最大入力レベルを戻します。設定レベルがレンジを超えている場合エラーが発生しま

す。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]RESistance[:LEVel][:IMMediate] <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：OHM 

例    ：RES 5 

クエリーの構文 ：[SOURce:]RESistance[:LEVel][:IMMediate]? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：RES?、RES? MIN、RES? MAX 

関連コマンド  ：MODE 
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[SOURce:]RESistance[:LEVel]:TRIGgered 

抵抗のトリガーレベルを定義します。現在の抵抗で動作している抵抗レンジに同じように設定されま

す。抵抗トリガーレベルはトリガー信号が受け取られたときのみ、設定抵抗レベルになります。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]RESistance[:LEVel]:TRIGgered <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：OHM 

例    ：RES:TRIG 5 

クエリーの構文 ：[SOURce:]RESistance[:LEVel]:TRIGgered? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：RES:TRIG?、RES:TRIG? MIN、RES:TRIG? MAX 

関連コマンド  ：MODE、TRIG 

 

[SOURce:]RESistance:LLEVel 

過渡抵抗のローレベルでの抵抗を設定します。現在の抵抗設定にすぐに反映されます、 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]RESistancec:LLEVel <NRf+> 

項目    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：OHM 

例    ：RES:LLEVel 3 

クエリーの構文 ：[SOURce:]RESistance:LLEVel? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例    ：RES:LLEV?、RES:LLEV? MIN、RES:LLEV:? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：TRANsient過渡応答の項を参照してください。 

       [SOUR:]RES:HLEVel 

 

[SOURce:]RESistance:HLEVel 

過渡抵抗のハイレベル抵抗を設定します。現在の抵抗設定にすぐに反映されます。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]RESistancec:HLEVel <NRf+> 

項目    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：OHM 

例    ：RES:HLEVel 3 
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クエリーの構文 ：[SOURce:]RESistance:HLEVel? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例    ：RES:HLEV?、RES:HLEV? MIN、RES:HLEV:? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：TRANsient過渡応答の項を参照してください。 

 

2.2.4 POWerサブシステム 

[SOURce:]POWer[:LEVel][IMMediate] 

負荷装置に対しすぐに実行する電力入力レベルを定義します。POW? MINと POW? MAXは現在のレ

ンジにおける最小及び最大入力電力レベルを戻します。設定レベルがレンジを超えている場合エラー

が発生します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]POWer[:LEVel][:IMMediate] <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：W 

例    ：POW 5、POW 10mW 

クエリーの構文 ：[SOURce:]POWer[:LEVel][:IMMediate]? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：POW?、POW? MIN、POW? MAX 

関連コマンド  ：MODE 

 

[SOURce:]POWer[:LEVel]:TRIGgered 

電力のトリガーレベルを定義します。現在の電力入力で動作している電力レンジに同じように設定さ

れます。電力トリガーレベルはトリガー信号が受け取られたときのみ、設定電力レベルになります。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]POWer[:LEVel]:TRIGgered <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：W 

例    ：POW:TRIG 5 

クエリーの構文 ：[SOURce:]POWer[:LEVel]:TRIGgered? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：POW:TRIG?、POW:TRIG? MIN、POW:TRIG? MAX 

関連コマンド  ：MODE、TRIG 
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2.2.5 TRANsientサブシステム 

[SOURce:]TRANsient[:STATe] 

過渡試験モードをONあるいはOFFします。 

 

コマンド構文  ：TRANsient[:STATe] <bool> 

変数    ：ON|OFF 

例    ：TRANsient ON 

クエリーの構文 ：TRANsient[:STATe]? 

戻り変数   ：<NR1>、0= OFF、1= ON 

 

[SOURce:]TRANsient:MODE 

過渡試験モードを設定します。モードは３つあります。 

CONTinuous連続モード ：トリガーで過渡試験を開始し、再度トリガーを送信するまで連続で動作 

PULSeパルスモード(単発) ：一回のトリガーで一回のみ動作 

TOGGleトグルモード  ：これはトグルスイッチのような動きを行うモードです。トリガーで上 

      昇：スイ ッチオン状態、再度トリガーを送信すると下降：スイッチオフ状

      態となります。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]TRANsient:MODE <aard> 

変数    ：CONTinuous|PULSe|TOGGle 

例    ：TRANsient:MODE PULSe 

クエリーの構文 ：TRANsient:MODE? 

戻り変数   ：<aard>CONT,PULS,TOGG 

関連コマンド  ： TRIG 

 

[SOURce:]TRANsient:HTIMe 

過渡試験モードでハイレベルの持続時間を設定します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]TRANsient:HTIMe <NRf+> 

変数    ：digit|MIN|MAX 

単位    ：s 

例    ：TRANsient:HTIMe 500ms 

クエリーの構文 ：TRANsient:HTIMe? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例    ：TRAN:HTIMe?、TRAN:HTIMe? MIN、TRAN:HTIMe? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 



 
 

ARR372X_TAC_J_SCPI 

株式会社ティ･アンド･シー･テクニカル 
3720A,3721A SCPIプログラミング説明書 

 

32 

[SOURce:]TRANsient:LTIMe 

過渡試験モードでローレベルの持続時間を設定します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]TRANsient:LTIMe <NRf+> 

変数    ：digit|MIN|MAX 

単位    ：s 

例    ：TRANsient:LTIMe 500ms 

クエリーの構文 ：TRANsient:LTIMe? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例    ：TRAN:LTIMe?、TRAN:LTIMe? MIN、TRAN:LTIMe? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

 

[SOURce:]TRANsient:RTIMe 

過渡試験モードでローレベルのエッジからハイレベルのエッジへの上昇時間を設定します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]TRANsient:RTIMe <NRf+> 

変数    ：digit|MIN|MAX 

単位    ：s 

例    ：TRANsient:RTIMe 500ms 

クエリーの構文 ：TRANsient:RTIMe? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例    ：TRAN:RTIMe?、TRAN:RTIMe? MIN、TRAN:RTIMe? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 

 

[SOURce:]TRANsient:LTIMe 

過渡試験モードでハイレベルのエッジからローレベルのエッジへの下降時間を設定します。 

 

コマンド構文  ：[SOURce:]TRANsient:FTIMe <NRf+> 

変数    ：digit|MIN|MAX 

単位    ：s 

例    ：TRANsient:FTIMe 500ms 

クエリーの構文 ：TRANsient:FTIMe? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例    ：TRAN:FTIMe?、TRAN:FTIMe? MIN、TRAN:FTIMe? MAX 

戻り変数   ：<NR3> 
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2.2.7 MEASure 

MEASure:VOLTage[:DC]? 

本クエリーは負荷装置に入力されている電圧値を戻します。 

 

コマンド構文  ：MEASure:VOLTage[:DC]? 

変数    ：無し 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：MEAS:VOLT? 

 

MEASure:CURRent[:DC]? 

本クエリーは負荷装置に入力されている電流値を戻します。 

 

コマンド構文  ：MEASure:CURRent[:DC]? 

変数    ：無し 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：MEAS:CURR? 

 

MEASure:POWer[:DC]? 

本クエリーは負荷装置に入力されている電力値を戻します。 

 

コマンド構文  ：MEASure:POWer[:DC]? 

変数    ：無し 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：MEAS:POW? 

 

MEASure:RESistance[:DC]? 

本クエリーは負荷装置に設定されている抵抗値を戻します。 

 

コマンド構文  ：MEASure:RESistance[:DC]? 

変数    ：無し 

戻り変数   ：<NR3> 

例    ：MEAS:RES? 
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2.2.8 INPutサブシステム 

INPut[:STATe] 

負荷装置への入力の ON/OFFを実行します。 

 

コマンド構文  ：INPut[:STATe] <bool> 

変数    ：ON|OFF 

例    ：INP ON 

クエリーの構文 ：INPut[:STATe]? 

変数    ：無し 

例    ：INP? 

戻り変数   ：<NR1> 0 = OFF、1 = ON 

関連コマンド  ：INP:SHOR、CURR:PROT 

 

INPut:SHORt[:STATe] 

負荷装置を短絡モードに設定します。 

 

コマンド構文  ：INPut:SHORt[:STATe] <bool> 

変数    ：ON|OFF 

例    ：INP:SHOR ON 

クエリーの構文 ：INPut:SHORt[:STATe]? 

変数    ：無し 

例    ：INP:SHOR? 

戻り変数   ：<NR1> 0 = OFF、1 = ON 

関連コマンド  ：INP:STAT 

 

INPut:PROTection:CLEar 

負荷装置の保護状態(OC,OV,OP,OT,RV) を解除します。 

 

コマンド構文  ：INPut:PROTection:CLEar 

変数    ：無し 

例    ：INP:PROT:CLE 

クエリーの構文 ：無し 

関連コマンド  ：CURR:PROT[:LEV]、CURR:PROT:DEL、CURR:PROT:STAT 
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INPut:VOLTage:ON 

負荷装置の Von設定を行います。 

 

コマンド構文  ：INPut:VOLTage:ON <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：V 

例    ：INPut:VOLTage:ON 10 

クエリーの構文 ：INPut:VOLTage:ON? 

例    ：INP:VOLT:ON? 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：INP:VOLT:ON:LATC 

 

INPut:VOLTage:ON:LATCh 

負荷装置の Von設定のラッチを設定します。ラッチを掛けますと、Von設定値を下回っても負荷動作

を継続しますが、ラッチが掛かってない場合は、負荷装置は自動的に入力を切りま す。また Von 設

定値に入力電圧が戻れば自動的に負荷は ONします。 

 

コマンド構文  ：INPut:VOLTage:ON:LATCh <bool> 

変数    ：ON|OFF 

単位    ：無し 

例    ：INP:VOLT:ON:LATC ON 

クエリーの構文 ：INPut:VOLTage:ON:LATCh? 

変数    ：無し 

例    ：INP:VOLT:ON:LATC? 

戻り変数   ：<NR1> 0 = OFF、1 = ON 

関連コマンド  ：INP:VOLT:ON 
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2.2.9 LISTサブシステム 

LIST[:STATe] 

リストモードのON／OFFを設定します。 

 

コマンド構文  ：LIST[:STATe] <bool> 

変数    ：on|off 

例    ：LIST[:STATe] on、LIST[:STATe] off 

クエリーの構文 ：LIST[:STATe]? 

変数    ：無し 

例    ：LIST? 

戻り変数   ：<NR1> 0 = OFF、1 = ON 

関連コマンド  ：無し 

 

LIST:CLEar 

リストデータを初期化します。 

 

コマンド構文  ：LIST:CLEar 

変数    ：無し 

例    ：LIST:CLE 

クエリーの構文 ：無し 

 

LIST:NUMber 

リスト動作をさせたいリストの番号を設定します。 

 

コマンド構文  ：LIST:NUMBer <NR1> 

変数    ：0～6 

例    ：LIST:NUMBer 0 

クエリーの構文 ：無し 
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LIST:MEMO 

リストにメモをつけます。 

 

コマンド構文  ：LIST:MEMo “<aard>” 

変数    ：0x20～0x7f 

例    ：LIST:MEMo “ARRAY” 

クエリーの構文 ：LIST:MEMo? 

戻り変数   ：<aard>  

 

LIST:ADD 

新しいステップを追加します。それぞれのステップの値には必ず動作する負荷モード、負荷の値、動

作時間を入力します。 

 

コマンド構文  ：LIST:ADD <aard>, <NRf>, <NRf> 

変数   ：CCL|CCH|CRL|CRM|CRH|CV, 数値|MIN|MAX, 数値|MIN|MAX 

単位    ：無し|A|V|Ω|s(秒) 

例    ：LIST:ADD cch, 1A, 1s 

クエリーの構文 ：無し 

 

LIST:INSert 

リストのあるステップの場所に新しいステップを挿入します。 

 

コマンド構文  ：LIST:INSert <step>, <aard>, <NRf>, <NRf> 

変数  ：1～50,CCL|CCH|CRL|CRM|CRH|CV, 数値|MIN|MAX, 数値|MIN|MAX 

単位    ：無し|A|V|Ω|s(秒) 

例    ：LIST:INSert 2, cch, 2A, 1s 

クエリーの構文 ：無し 

 

LIST:EDIT 

リストのあるステップを編集します。 

 

コマンド構文  ：LIST:EDIT <step>, <aard>, <NRf>, <NRf> 

変数  ：1～50,CCL|CCH|CRL|CRM|CRH|CV, 数値|MIN|MAX, 数値|MIN|MAX 

単位    ：無し|A|V|Ω|s(秒) 

例    ：LIST:EDIT 2, cch, 3A, 1s 

クエリーの構文 ：無し 



 
 

ARR372X_TAC_J_SCPI 

株式会社ティ･アンド･シー･テクニカル 
3720A,3721A SCPIプログラミング説明書 

 

38 

LIST:DELete 

リストのあるステップを削除します。 

 

コマンド構文  ：LIST:DELete <step> 

変数    ：1～50 

単位    ：無し 

例    ：LIST:DELete 2 

 

LIST:DELete:ALL 

リスト動作のためのすべてのステップを削除します。 

 

コマンド構文  ：LIST:DELete:ALL 

変数    ：無し 

例    ：LIST:DELete:ALL 

 

LIST:COUNt 

リスト動作の繰り返し回数を設定します。 

 

コマンド構文  ：LIST:COUNt <NR1> 

変数    ：0～65535 

単位    ：無し 

例    ：LIST:COUNt 10 

クエリー構文  ：LIST:COUNt? 

戻り変数   ：<NR1> 

関連コマンド  ：無し 

 

LIST:CHAIn 

現在のリストに対し結合設定：ステップをステップ番号に従って連続動作するようにします。 

 

コマンド構文  ：LIST:CHAIn <NR1>|<aard> 

変数    ：0～6|OFF 

単位    ：無し 

例    ：LIST:CHAIn 1 

 

LIST:SAVe 

現在のリストを不揮発性メモリーに保存します。 
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コマンド構文  ：LIST:SAVe 

変数    ：無し 

 

2.2.10 TRIGgerサブシステム 

TRIGger[:IMMediate] 

このコマンドは負荷装置に対し、トリガーソースがどのような設定であれトリガー信号を送信します。 

この機能は*TRGコマンドと同じです。 

 

コマンド構文  ：TRIGger[:IMMediate] 

変数    ：無し 

関連コマンド  ：TRIG:SOURCE 

 

TRIGger:SOURce 

負荷のトリガーソースを設定します。負荷装置にはバス、外部、ホールドの三つのトリガーソースが

あります。 

○ BUS：GPIBの<GET>信号あるいは*TRGコマンドをトリガーソースとして使用します。 

○ EXTernal：外部トリガー入力端子を選択する、あるいはフロントパネルの 2nd ボタン

+Trigger ボタンをトリガーソースとして使用します。外部信号入力端子への入力信号は

TTLレベルで、フォールエッジトリガーとなっています。 

○ HOLD：TRIGger:IMMediateコマンドのみがトリガーとして受け付けられます。それ以外

は*TRGを含め受け付けません。 

 

コマンド構文  ：TRIGger:SOURce <aard> 

変数    ：BUS|EXTernal|HOLD 

クエリー構文  ：TRIGger:SOURce? 

戻り変数   ：<aard> BUS|EXTernal|HOLD 

 

TRIGger:FUNCtion 

トリガー制御を行いたいモードを選択します。選択対象は過渡試験モードあるいはリスト機能となり

ます。 

 

コマンド構文  ：TRIGger:FUNCtion <aard> 

変数    ：Tran|List 

クエリー構文  ：TRIGger:FUNCtion? 

戻り変数   ：<aard>Tran|List 
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2.2.11 CV:CURRent:LIMIt 電圧モードにおける入力電流制限 

電圧モードにおいて入力する電流を定義します。 

 

  コマンドの構文 ：CV:CURRent:LIMIt <NRf+> 

  変数    ：数値:MIN:MAX 

  単位    ：A 

  例    ：CV:CURRent:LIMIt 20A 

  クエリー構文  ：CV:CURRent:LIMIt? 

  変数    ：無し|MIN:MAX 

  例 ：CV:CURRent:LIMIt?  CV:CURRent:LIMIt? MIN  CV:CURRent:LIMIt? MAX 

  戻り変数   ：<NR3> 

 

2.2.12 BATTeryサブシステム 

BATTery[:STATe] 

本コマンドはバッテリー放電動作モードの可／不可を設定します。 

 

コマンド構文  ：BATTery[:STATe] <bool> 

変数    ：on|off 

例    ：BATTery[:STATe] on、BATTery[:STATe] off 

クエリーの構文 ：BATTery[:STATe]? 

変数    ：無し 

例    ：BATT? 

戻り変数   ：<NR1>  0 = OFF、1 = ON 

関連コマンド  ：無し 

 

BATTery:VOLTage:OFF 

放電動作において、終止電圧を設定します。 

 

コマンド構文  ：BATTery:VOLTage:OFF <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：V 

クエリーの構文 ：BATTery:VOLTage:OFF? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例   ：BATT:VOLT:OFF?  BATT:VOLT:OFF? MAX  BATT:VOLT:OFF? MIN? 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：無し 
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BATTery:DIScharge:CURRent 

放電動作における放電電流値を設定します。 

 

コマンド構文  ：BATTery:DIScharge:CURRent <NRf+> 

変数    ：数値|MIN|MAX 

単位    ：A 

クエリーの構文 ：BATTery:DIScharge:CURRent? 

変数    ：無し|MIN|MAX 

例   ：BATT:DIS:CURR?  BATT:DIS:CURR? MAX  BATT:DIS:CURR? MIN? 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：無し 

 

BATTery:CAPAcity? 

本クエリーは放電電流量を戻します。 

 

コマンド構文  ：BATTery:CAPAcity? 

変数    ：無し 

クエリーの構文 ：BATT:CAPA? 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：無し 

 

BATTery:TIME? 

本クエリーは放電時間を戻します。 

 

コマンド構文  ：BATTery:TIME? 

変数    ：無し 

クエリーの構文 ：BATT:TIME? 

戻り変数   ：<NR3> 

関連コマンド  ：無し 
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2.2.13 ABORt 

本コマンドはすべての待機中の[:LEVel]:TRIG(例として CURR:TRIG 構文に含まれます)の動作を取り

消します。その結果、後続のトリガーは入力レベルでは全く影響を受けません。ABORtは過渡試験そ

してリスト動作には影響を与えます。 

 

  コマンドの構文 ：ABORt 

  変数    ：無し 

  例    ：ABOR 

  クエリー構文  ：無し 

  関連コマンド  ：CURR[:LEV:]:TRIG、VOLT[:LEV]:TRIG、RES[:LEV]:TRIG、  

     STAT:OPER:COND? 

 

2.2.14 STATusサブシステム 

STATus:QUEStionable[:EVENt]? 

本クエリーはクエスチョナブル・ステイタス・イベント・レジスターを戻します。戻り値は 10進数で

表現され、値はすべての２進数の値の総和となっています。本レジスターへのクエリーを実行します

と、レジスターは 0にリセットされます。数値の詳細については 4章のステイタス・リポーティング

を参照します。 

 

  コマンドの構文 ：STATus:QUEStionable[:EVENt]? 

  変数    ：無し 

  クエリー構文  ：STAT:QUES? 

  戻り変数   ：<NR1> 

 

STATus:QUEStionable:CONDition? 

本クエリーはクエスチョナブル・ステイタス・コンディション・レジスターの値を戻します。 

それぞれの０と１の値はクエスチョナブル・ステイタス・イベント・レジスターのビットに対応して

います。 

 

  コマンドの構文 ：STATus:QUEStionable:CONDition? 

  変数    ：無し 

  クエリー構文  ：STAT:QUES:COND? 

  戻り変数   ：<NR1> 
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STATus:QUEStionable:ENABle 

クエスチョナブル・ステイタス・イネイブル・レジスターのビットを設定します。クエスチョナブル・

イベントレジスターにおける 0もしくは 1への変更に関わらず、プログラムされた変数はステイタス・

バイト・レジスターのQUESのビットを設定します。詳細はステイタス・リポーティングを参照しま

す。 

 

  コマンドの構文 ：STATus:QUEStionable:ENABle <NRf> 

  変数    ：0～65535 

  電源投入時の値 ：*PSCで参照します。 

  例    ：STAT:QUES:ENAB 64 

  クエリー構文  ：STAT:QUES:ENAB? 

  戻り変数   ：<NR1> 

  関連コマンド  ：*PSC 

 

STATus:OPERation[:EVENt]? 

本クエリーはオペレーション・イベント・レジスターの値を戻します。戻した後レジスターは０にリ

セットされます。 

 

  コマンドの構文 ：STATus:OPERation[:EVENt]? 

  変数    ：無し 

  戻り変数   ：<NR1> 

 

STATus:OPERation:CONDition? 

本クエリーはオペレーション・コンディション・レジスターの値を戻します。それぞれの０と１の状

態値はオペレーション・イベント・レジスターのビットに対応しています。 

 

  コマンドの構文 ：STATus:OPERation:CONDition? 

  変数    ：無し 

  戻り変数   ：<NR1> 
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STATus:OPERation:ENABle 

オペレーション・イネイブル・レジスターのビットを設定します。オペレーション・イベント・レジ

スターにおける 0 もしくは 1 への変更に関わらず、プログラムされた変数はステイタス・バイト・レ

ジスターのOPERのビットを設定します。詳細はステイタス・リポーティングを参照します。 

 

  コマンドの構文 ：STATus:OPERation:ENABle <NRf> 

  変数    ：0～255 

  電源投入時の値 ：*PSCで参照します。 

  例    ：STAT:OPER:ENAB 128 

  クエリー構文  ：STAT:OPER:ENAB? 

  戻り変数   ：<NR1> 

  関連コマンド  ：*PSC 

 

2.2.15 SYStem 

SYSTem:ERRor? 

本負荷装置のエラーコードとエラーメッセージを戻します。フロントパネルのディスプレイに ERRが

表示されたとき、一つあるいは複数のエラーが発生しています。最大 20個のエラーが負荷装置に記録

されます。ただし 20を超えるエラーが発生した場合それは記録されません。 

 

1. エラーキューは FIFO モードで保存されまた呼び出されます。最初に戻されるエラーメッセージ

は最初に発生したエラーとなります。すべてのエラーが戻されるとディスプレイから ERR の表

示は消灯します。 

 

2. エラーの記録が 20 を超えた場合、エラーキュー内の最後のエラーは 350 に置き換わります。こ

れはエラーが 20 個を超えて発生していることを意味します。負荷装置は、エラーの消去あるい

はキューからエラーを戻す操作をしない限り 20を超えるエラーを記憶しません。 

 

3. エラーが発生していない場合、No errorが戻されます。*CLSはエラーキュー内のエラーを消去し

ますが*RST は消去できません。すべての記録されたエラーは負荷装置の電源が切られると消去

されます。 

 

  コマンドの構文 ：SYSTem:ERRor? 

  変数    ：無し 

  戻り変数   ：<NR1>, <AARD> 
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SYSTem:VERSion? 

ソフトウエアのバージョン番号を戻します。例 V1.00 

 

  コマンドの構文 ：SYSTem:VERsion? 

  変数    ：無し 

  戻り変数   ：<AARD>, <NR2> 

 

SYSTem:REMote 

負荷装置をリモート制御に設定します。GPIBポートを経由して通信している場合はエラーメッセージ

が発生します。 

 

  コマンドの構文 ：SYSTem:REMote 

  変数    ：無し 

  戻り変数   ：無し 

  関連コマンド  ：SYSTem:LOCal 

 

SYSTem:LOCal 

負荷装置をローカル制御に設定します。GPIBポートを経由して通信している場合はエラーメッセージ

が発生します。 

 

  コマンドの構文 ：SYSTem:LOCal 

  変数    ：無し 

  戻り変数   ：無し 

  関連コマンド  ：SYSTem:REMote 
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2.2.16 MODE 

MODE 

負荷装置の負荷モードを設定します。 

CCモード：CCL CCH 

CRモード：CRL CRM CRH 

CVモード：CV 

CPモード：CPC  CPV 

 

  コマンドの構文 ：MODE <AARD> 

  変数    ：CCL|CCH|CRL|CRM|CRH|CV|CPC|CPV 

   

  例    ：MODE CCL 

  クエリー構文  ：MODE? 

  戻り変数   ：<AARD> CCL|CCH|CRL|CRM|CRH|CV|CPC|CPV 
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3. エラーメッセージ 
エラー番号 エラーの内容 

-103 無効な分割です。 

コマンド文の中に無効な分割の表記があります。コロン、セミコロンあるいはスペースの代わり

にカンマを使用している、コロンのかわりにスペースを用いたりしている場合発生します。 

-104 文字列が必要なところに数値が書き込まれている。あるいは数値が必要なところに文字が書き込

まれています。 

-108 複数の変数が受信されました。コマンドで用いることができる変数の数に直してください。変数

を必要としないコマンドで変数が用いられています。 

-113 定義されていないヘッダーです。コマンドの表記が間違えています。あるいはコマンドが無効で

す。 

-123 指数が大きすぎます。 

-131 無効な接尾辞です。接尾辞の表記が間違えています。 

-170 表記が間違えています。 

シングルクオーテーションで表記を開始しています。そしてダブルクオーテーションで表記が終

わっています。 

-210 GPIBでは使用できないコマンドです。 

-221 LISTがレンジの範囲を超えています。 

-222 データがレンジを超えています。 

-223 データが多すぎます。 

負荷装置で文字列が受信されたとき、文字数が規定を超えているため実行不能です。 

-330 自己診断試験が失敗しました。 

一つあるいは複数のエラーがセルフテスト中に発生しています。-6XX の項目を参照してくださ

い。 

-350 エラーが多すぎます。 

20 を超えるエラーが発生しています。これはエラーキューが満杯の状態のため新しいエラーは

記録できない状態です。負荷装置の電源を切り消去するか、*CLSを送信しエラーキュー内の記

録を消去します。 

-410 割り込みのクエリー 

出力バッファーにデータを送信するコマンドが受信されました。しかしデータは以前のコマンド

により送信されるデータが出力バッファーにあります。 

電源を切るか*RSTコマンドを実行し出力バッファーの中を消去します。 

-440 クエリーが完了しない 

データをインターフェース経由で送信しているが、出力バッファーにデータ送信コマンドが受信

されていない。 
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4. ステイタス・レジスター・リポーティング 
SCPIステイタス・レジスター 

負荷装置には状態を記録するための４つのステイタス・レジスターが備わっています。それらはス

テイタス・バイト・レジスター、スタンダード・イベント・レジスター、クエスチョナブル・ステ

イタス・レジスターそしてオペレーション・ステイタス・レジスターです。 

ステイタス・バイト・レジスターはすべてのステイタス・レジスターからすべてのステイタス・イ

ベントを要約します。すべてのステイタス・レジスターを下記に示します。 

ビット 信号 意味 

  オペレーション・ステイタス・レジスター 

0 CAL 校正が実行されています。 

1 WTG トリガーを待っています。 

  クエスチョナブル・ステイタス・レジスター 

0 VF 電圧異常 極性が反転しているあるいはか電圧状態が発生しているときに

発生します。VFは INT:PROT:CLEが受信されるまで保持されます。 

1 OV 過電圧 過電圧が発生すると、負荷装置は停止し、OV/OFが同時に設定され

ます。OV/OF は過電圧状態が無くなり、INT:PROT:CLE が受信されるまで

保持されます。 

2 OC 過電流 過電流が発生すると、OC の設定値に抑制されます。過電流状態が

解除されるまでその状態は維持されます。過電流状態が定められた時間を経

過すると保護状態(PS:入力遮断)へ移行し負荷装置の入力が遮断します。

OC/PS は過電流状態が解消されるまで維持されます。また INT:PROT:CLE

が負荷装置で受信されるまで維持されます。 

3 OP 過電力 過電力が発生すると、負荷装置は停止し、OP/PSが同時に設定され

ます。OP/PS は過電力状態が無くなるまで維持され、INT:PROT:CLE が受

信されるまで保持されます。 

4 RV 入力の極性が反転しています。 

極性が反転している状態が検知されますと、RV/VFが設定されます。RVは

極性が反転している状態が解消されるまで保持されます。VF は

INT:PROT:CLEが受信されるまで保持されます。 

5 OT 過熱保護 過熱状態が発生すると負荷装置は入力を遮断します。そして

OT/PSは過熱時温度を下まわるまで保持されます。PSは INT:PROT:CLEが

受信されるまで保持されます。 

6 CC 定電流モード 

7 CV 定電圧モード 

8 CP 定電力モード 

9 CR 定抵抗モード 
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13 PS 保護動作による入力遮断 負荷装置は過電流、過電力、過熱の状態が発生す

ると入力を遮断します。PSはは INT:PROT:CLEが受信されるまで保持され

ます。 

  スタンダード・イベント・レジスター 

0 OPC 動作完了 負荷装置はすべての待機中の動作を完了しています。*OPC を使

用しますと負荷装置がすべての待機中動作を終了したときに、このビットが

設定されます。 

2 QYE クエリーが不正 出力キューにデータが無い状態のとき発生します。エラー

のレンジが-499から-400の範囲の場合QYEを設定します。 

3 DDE 装置に起因するエラー メモリーが消去された状態で発生します。エラーの

レンジが-399から-300の範囲の場合 DDEを設定します。 

4 EXE 実行エラー コマンドの変数が定められた範囲を逸脱している場合、矛盾し

ている場合に設定します。あるいはコマンドが現在の状態では実行できない

場合に設定します。エラーのレンジは-299から-200の範囲のとき EXEが設

定されます。 

5 CME コマンドエラー 構文あるいは意味が通じていない場合に設定されます。エ

ラーのレンジは-199から-100の範囲のとき CMEが設定されます。 

7 PON 装置電源がON 負荷装置の電源が入っているとき設定されます。 

  ステイタス・バイト・レジスター 

3 QUES クエスチョナブル 

イネイブル・クエスチョナブル・レジスターが有効な場合、QUESが設定さ

れます。 

4 MAV メッセージの提供可 

出力キューバッファーがデータを含んでいる場合設定されます。 

5 ESB イベント・ステイタス・ビット 

スタンダード・イベント・イネイブル・レジスターが有効な場合、ESBが設

定されます。 

6 MSS RQS シリアルポールを行っているとき、RQS(サービス要求)が戻され、消去され

ます。*STB?コマンドではMSS(マスター・サマリー・ステイタス)は消去さ

れずに戻されます。 

7 OPER オペレーション オペレーション・ステイタス・レジスターが有効にされて

いる場合、OPERが設定されます。 
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ステイタス・レジスターの体系 

 

出力キューバッファー 

ステイタス・クエスチョナブル・レジスター 

ステイタス・オペレーション・レジスター 

スタンダード・イベント・レジスター 

ステイタス・バイト・レジスター 


